
一般的な外気処理システムでは、エネルギーセンターで作った蒸気を搬送し空調機に供給す

ることで冷たく乾いた外気を加熱・潤し(例）20℃50%で給気する形になりますが、蒸気ボ

イラーにおける蒸気生成時の効率が１未満、しかも空調機に蒸気を送る間に蒸気洩れや凝縮

等で使用可能な蒸気を30～50%失うと言われ、エネルギーの有効活用が今一つな状態にあり

ます。

外気処理にかかるエネルギー消費量を
引き下げたい（加湿）

一般的な外気処理システムにおけるエネルギーの大量消費



加湿時の温熱減を蒸気から温水にかえられると空冷ヒートポンプ等の高効率機（COP2.8程度、

蒸気式は0.7）が活用できます。しかも排温水が利用できればエネルギー消費量はほぼゼロ。

リキッドデシカント空調機であれば、高効率な空冷ヒートポンプエアコンまたは排温水利用

のみで外気を加熱・加湿し、(例)20℃50% の空気環境を大幅な省エネでご提供できます。

リキッドデシカント空調機なら

温水や未利用エネルギーの活用

＊エネルギー消費量

175kW

9kW

95%減

＊エネルギー消費量試算前提
外気 風量：10,000m3/h

温湿度：冬 0℃30%
蒸気 リキッドデシカント

＋排温水


